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2026年度 マレーシア工科大学語学研修参加者の募集について 

１．研修概要 

（１） 研 修 先  マレーシア工科大学 クアラルンプールキャンパス（以下 UTM とする） 

（２） 研 修 期 間  2027年 2月 14日（日）日本出発 ～ 3月 3日（水）日本到着 

（３） 研 修 内 容  英語授業、マレーシア文化等に関する授業、工学に関する授業、研究室見学、 

市内見学（クアラルンプール、プトラジャヤ、セランゴール、マラッカ）など 

※期間中は、UTMの学生寮（Residensi UTM KL）に宿泊 

（４） 参 加 費 用  55万円前後 

【研修費・滞在費】$1,800（※1約 30 万）：授業料＋宿泊費＋
※2

食事代＋社会見学時の入場料・移動費 

【渡航関連費】約 25万：※3
往復渡航費（羽田⇔クアラルンプール間）＋

※4
海外旅行保険加入費 

※1  2026 年 9 月現在のレートで計算したものです。 

※2  朝食は寮で提供されます。昼食・夕食は、食事代として手当が支給される予定です。 

※3  往復航空券の手配は、本学で旅行業者を通じて行います。個人手配はできません。 

※4  本学を通じて加入していただきます。個人手配はできません。 

 

（５） 助  成  金   本学後援会・同窓会による助成を予定しています。（参加費用の１割程度） 

２．研修目的 

語学研修を通じ、英語の学習意欲はもとより国際社会に対する理解や関心を高める。 

３．応募資格 

本学に正規生として在学中であること。 

４．募集人数 

10 名程度   

５．応募方法 

10月 30日（金）17:00までに、①～③を射水キャンパス事務局教務課または富山キャンパス事務 

部教務学生課に提出してください。 

＜提出書類＞ 

① 参加希望申請書（様式１） 

② 保護者同意書（様式２） 

③ パスポートの写し ※お持ちでない方は、期限の１週間前までに事務局にご相談ください。 

６．単位認定 

 UTM における授業で成績基準を満たした場合、本学の単位認定を受けることができます。（学部 

4年生、大学院生等は対象外） 

UTM での受講内容 本学認定科目 認定対象 認定方法 

英語授業 海外語学研修科目 

学部 

1～3 年生 

UTM の成績評価 60％以上を合格として認定 

（１単位） 

マレーシア文化等に関

する授業及びアクティ

ビティ 

海外研修科目 

（マレーシア） 

UTM から発行される修了証及び帰国後の提

レポートを確認し、合否を判定（１単位） 

※ 本学認定科目の開講時期は「後期」ですが、単位認定は次年度前期に行います。そのため、渡航時点で 4 年 

生の場合は卒業までに単位認定ができませんので、ご注意ください。 
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７. 注意事項 

・参加申込書において、アレルギーや疾病、障がいについて報告する必要があります。記入漏れ等が

あり現地で疾病等が発覚した場合は、即時帰国となることもありますので、十分にご注意ください

（その場合、返金対応等はありません）。なお、学生の安全を考慮し、研修参加が認められない場

合があります。また、参加可否を判断するため、診断書等の提出を求められる場合もあります。 

・本研修は、日本の他大学との合同実施となります。全体の参加人数が最少催行人数（15名）に満た

ない場合は、研修が中止になることがあります。 

・申込後、学生の自己都合によるキャンセルが発生した場合には、キャンセル料は自己負担となりま

す。 

・羽田空港－クアラルンプール国際空港間の航空券の手配は、本学で旅行業者を通じて行います。個

人手配はできませんので、ご了承ください。 

・羽田空港にて集合・解散する研修です。羽田空港までの移動は、各自で手配いただきますよう予め

ご了承ください。 

・航空機の路線変更、燃油サーチャージ、為替変動等の要因により、実際の参加費用が上記と異なる

可能性が十分にありますのでご了承ください。 

・語学研修中の個人的な旅行は禁じられています。 

・海外旅行保険に、本学を通じて加入していただきます。個人手配はできませんのでご了承ください。 

・研修参加が決定した学生を対象に本学でオリエンテーションを開催しますので、必ず参加してくだ

さい 

・帰国後、本学が定める提出物（レポート等）の提出や報告会への参加をお願いします。未提出や不

参加の場合、本学からの助成金を返還していただくことがあります。また、研修中の写真について、

本学 HP や SNS での掲載をお願いさせていただく場合がありますので、積極的なご協力をお願いい

たします。 

・留学に必要な諸手続きや緊急時の対応のため、学生本人及び関係者の個人情報を、本学及び関係機

関が利用することに同意していただきます。 

・本学における海外研修制度の運営改善や学生の安全確保のため、研修先大学等で修得した授業の成

績、生活面の情報等の個人情報を、本学が研修先大学等から情報提供を受けることに同意していた

だきます。 

・申込者には、本研修に関する連絡を大学メールでお送りします。随時確認するようお願いいたしま

す。 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生寮 歓迎セレモニー 



 

2026 年 10 月公開 

 

８．研修までのスケジュール（予定） 

10月 30日（金） 募集締切 

～11月中旬頃 参加者決定 

12月下旬頃 第 1回オリエンテーション  

…海外旅行保険加入手続き、事前準備・注意事項の案内等 

1月下旬～2月上旬 第 2回オリエンテーション＆助成金授与式  

…研修のしおり、請求書、渡航関連書類一式（Eチケット等）を配布 

2月 14日（日） 出国 ※空港集合は 2 月 13 日（土）夜となります。 

2月 15日（月）～ 

3月 2日（火） 
研 修 参 加 

3月 3日（水） 帰国 

 

９．研修スケジュール ※2026年 10月現在のスケジュールです。変更になる可能性があります。 

 

※研修期間中、マレーシア工科大学の学生がバディとして皆さんをサポートします。 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

2/14  
 
 
 
 
 

 
 
・学生寮に 
チェックイン 
 

2/15 
 
・キャンパス 
ツアー 

 
・研究室ツアー 

2/16 
 
・英語授業 
 
・工学授業 

2/17 
 
・英語授業 
 
・工学授業 

2/18 
 
クアラルンプール 
見学 
・ツ イ ン タ ワ ー 

・KL タワー 

2/19 
 

・文化に関す
る授業 

 
・バディ（※）
との交流 

2/20 
 
プトラジャヤ 
見学 
・ペルダナ植物園 

・プトラモスク 

 

2/21 
 

・英語授業 
 
・工学授業 

2/22 
 
・文化に関す
る授業 

 
・バディとの
交流 

 

2/23 
 

セランゴール 
見学 
・バトゥ洞窟 

・ロイヤルセラン 

 ゴール 

2/24 
 
・文化に関す
る授業 

 
・バディとの
交流 

 

2/25 
 
グループ 
プロジェクト 
(ディスカッ
ション) 

2/26 
 

マラッカ見学 

・マラッカタワー 

・セントポールの

丘 

2/27 
 
グループ 
プロジェクト 
(プレゼン準
備) 

2/28 
 

・文化に関す
る授業 

 
・バディとの
交流 

 

3/1 
 
グループ 
プレゼンテー
ション 

3/2 
 
・修了式 
 
・送別会 

3/3 
 

 
 

 
 

 
 

NH885 便 

0:05  

羽田空港 発 

6:45 

クアラルンプール空港 着  

NH886 便 

14:15 

クアラルンプール空港 発 

22:15 

羽田空港 着  



 

2026 年 10 月公開 

 

～ 過去の参加者の声 ～ 

・先生の英語は聞き取りやすく、分からないことがあっても授業後に質問すれば丁寧に答えてくださ

った。 

・実践的な英語学習だけでなく、歴史的建造物の見学や現地の学生（バディ）との交流を通して、異

文化理解を図ることができた。 

・バディが観光地での注意点や公共交通機関の使い方を教えてくれるので、初めての海外で不安のあ

る人でも参加しやすいプログラムだった。また、英語が苦手な学生に対しても積極的に話しかけて

くれ、とても心強い存在だった。 

・大学寮はきれいで、快適に過ごすことができた。また、屋外のラウンジから見える夜景がきれいだ

った。 

・研修に参加しなければ得られなかったであろう友人を作れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語授業・工学授業 クアラルンプールツインタワー 

市内見学 UTM キャンパス 


